
 

 
  № ４ 平成 27 年５月２９日(金) 発行 
矢掛高校の活動や地域の様子・ＥＳＤ 
等について発信していきます。 
岡山県立矢掛高等学校長 川上公一  

いよいよ校舎新築工事開始です。正式の工事名は 

県立矢掛高校特別教室棟新築工事（株式会社 共生） 

県立矢掛高校特別教室棟解体工事（株式会社 矢建） 

県立矢掛高校高妻会館耐震補強工事（福井建設工業株式会社） 

現在、解体工事が進んでいます。校地北の理科室棟の建屋がとうとうなくなりました。現在廃材の搬出作

業を行っています。工事の様子は井原鉄道の車窓からよく見えます。解体撤去終了後には、いよいよ新築工事

の開始です。県産材使用木造二階建理科室棟になります。県下初のプロジェクトです。竣工予定は平成２８年

２月です。矢掛の街並みにマッチするノスタルジックな校舎ですが、内部は最新式の実験設備を備えることに

なるでしょう。矢掛高校は「次の１００年」を目指します。 

   

 


